
                                       

国際協力シンポジウム 
アジアにおける社会開発の現状と国際協力 

－世界経済危機下での貧困と雇用問題への取組み－ 
 

 厚生労働省は1974年以来35年にわたり実施している ILO／日本マルチバイプログラムを始め、JICA技術協力等

様々な団体・プログラムにより、社会開発分野の国際協力事業を行っています。世界経済危機の下、アジア・太平

洋地域における貧困や雇用問題に対応し、ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）を実現するた

め、国際協力の重要性はますます高まっています。厚生労働省では、これら社会開発の国際協力の現状を概観し、

現下及び将来の課題に対応するための協力のあるべき姿について検討を加えるため、ILOアジア太平洋総局（在バ

ンコク）の山本総局長等を基調講演者としてお迎えし、下記によりシンポジウムを開催いたします。多くの皆様の

ご参加をお待ちしております。 
 

記 
 
日時：2009年10月９日（金）14：00受付開始、14：00 - 15：00パネル展示 15：00 - 17：30シンポジウム 
主催：厚生労働省 
後援：ILO駐日事務所、（独）国際協力機構（JICA）（予定）、（財）日本 ILO協会 
場所：三田共用会議所 講堂（東京都港区三田２－１－８） 
 

開会挨拶   

厚生労働大臣（予定） 
 

第１部 基調講演 

「日本と ILO－アジア太平洋地域における社会正義の実現－」 
ILOアジア太平洋地域総局（ROAP）総局長 山本 幸子 

 

第２部 シンポジウム 

「アジアにおける社会開発の現状と国際協力－世界経済危機下での貧困と雇用問題への取り組み－」 
座長： 厚生労働省大臣官房総括審議官（国際担当）    村木 太郎 
演者： （財）国際労働財団 現地支援グループリーダー   鈴木 宏二 
    （財）海外職業訓練協会 東京事務所OVTA国際アドバイザー  中野 頼明 
    JICA専門家経験者（厚生労働省職業能力開発局外国人研修推進室長） 福澤 義行 
指定発言：  「アジア諸国人事労務管理者育成事業」(注) 研修受講生   Panida Karachedee 

注：日本経団連国際協力センター（NICC）が行っている長期プログラムで、アジア諸国で人事労務を担当する中堅管理者を日本に招き、人事労務

管理の実態を企業で直接体験し、自国の制度・慣行を踏まえた自国への導入計画を作成する事業です。 

 
参加お申し込み：下記事項を明記の上、下記宛先までメールもしくはFAXにてお申し込み下さい。 
【記載事項】お名前、ご連絡先住所、お電話及びFAX番号、E-mailアドレス、勤務先・所属団体（任意） 
 
【宛先】 厚生労働省大臣官房国際課国際協力室 宛（※題名に「シンポジウム参加申し込み希望」と記載下さい。） 

FAX番号：03－3502－6678 
E-mail：cooperation@mhlw.go.jp 



（基調講演）山本幸子ＩＬＯアジア太平洋地域総局長 略歴  

学 歴：ケンブリッジ大学（英国）国際法博士 

国際基督教大学行政研究大学院（東京）国際行政法修士 

カリフォルニア大学（米国）国際関係学士 

経 歴：1983－1984 ＵＮＥＩ（陸上起因海洋汚染のコントロール及び環 

境影響評価に関する国際的な法的ガイドラインの発 

展に関する環境法計画）コーディネーター 

1984－1985 移動性野生動物種の保全に関する条約（通称「ボン条 

約」）事務局長／コーディネーター 

1988－1989 国連法務局上級法律担当官 

1992－1993 国連カンボジア暫定政府次席法律顧問 

1997－2001 国連法務局主席法律担当官 

2001－2007 有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制に関するバーゼル条約事

務局長  

2007－   ＩＬＯアジア太平洋地域総局長 

 

 

（シンポジウム）パネリスト略歴 

○鈴木 宏二（（財）国際労働財団 現地支援グループリーダー） 

早稲田大学社会科学部卒業 曙ブレーキ工業（株）入社。1988 年～1990 年 JOCV（ＪＩＣＡ）村落開発

普及員、1992 年～自動車総連本部常任執行委員、1998 年～部品労連（自動車総連加盟）事務局長、

2002 年より現職。（2007 年より連合事務局に転籍） 

 

○中野 頼明（（財）海外職業訓練協会 東京事務所ＯＶＴＡ国際アドバイザー） 

昭和 40 年、雇用促進事業団（現：雇用能力開発機構）に採用されて以降、マレーシア人的資

源省 JICA 行政アドバイザー専門家、JICA パラグアイ職業訓練短大プロジェクト専門家等、

職業能力開発分野において数多くの国際協力に携わってきた。2009 年より現職。 

 

○福澤 義行（厚生労働省職業能力開発局外国人研修推進室長） 

九州大学大学院修了。旧労働省入省後、労働安全衛生行政に携わるほか、ＪＩＣＡフィリピン労働安全

衛生センタープロジェクト専門家、ＪＩＣＡインドネシア労働安全衛生教育拡充プロジェクト専門家、ＩＬＯア

ジア太平洋総局主席技術アドバイザー等を歴任。2008 年より現職。 

 

 

三田共用会議所案内図 
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